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研究成果の概要（和文）：本研究は、内視鏡室で勤務する看護師や内視鏡技師等を対象とした、医療事故事例を
題材に用いたインターネット利用型の医療事故防止研修プログラムの開発を目的とした。内視鏡室が関係する・
関係しうる訴訟事例を、判例データベースを用いて検索した。そして、判決を検討し、内視鏡室で勤務する看護
師や内視鏡技師等に対して教訓的な事例を、抽出した。それら事例の経過等を簡略化し、また、適宜、質問等を
加え、教材の作製を行った。看護師や内視鏡技師等を対象とした研修会を行い、リスクマネジメントに関して知
見を深めてもらうとともに、教材の改善を行った。

研究成果の概要（英文）：Aim of this study was to develop risk management program using internet for 
endoscopy staff. Litigation cases pertaining to digestive endoscopy were retrieved from legal 
databases. The cases suitable for staff education were selected, and then risk management program 
was developed. Using the program, seminars for endoscopy staff were carried out. Staff could learn 
risk management activity through the program.  The program was revised accordingly. 

研究分野：消化器内視鏡

キーワード： 医療事故防止　リスクマネジメント
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 安全で患者側の満足度の高い医療の提供
は、医療従事者にとって重要な課題の一つで
ある。各医療機関において、医療安全管理部
が設置され、リスクマネジメント活動が活発
に行われるようになってきている。しかし、
公益財団法人日本医療機能評価機能の医療
事故情報収集等事業の年報等を見ても、イン
シデント、アクシデントは頻発しており、い
つ医療紛争にいたってもおかしくない状況
にある。 
 内視鏡医療の中心は内視鏡医が担うもの
の、安全で患者側の満足度が高い消化器内視
鏡内視鏡診療には、内視鏡医だけではなく、
看護師や内視鏡技師といった内視鏡室スタ
ッフの協力が不可欠である。患者急変時の対
応においても、内視鏡医だけでなく、周囲の
スタッフの協力なくして、満足いく対応はで
きない。そこで、本研究では、内視鏡室に勤
務する看護師や内視鏡技師などの内視鏡室
スタッフに対し、リスクマネジメントに関す
る知識の普及を通して、内視鏡室スタッフレ
ベル向上を目的としたインターネット利用
医療事故防止研修プログラムの開発を目的
とする。看護師等の内視鏡室スタッフは、患
者への接し方や対処、視点等が異なる。看護
師等の内視鏡室スタッフを対象とした場合、
ケーススタディーの題材は同じでも、視点や
組み立てや医師向けとは大幅に変える必要
性がある。そのため、医師用の研修プログラ
ムが看護師等の内視鏡室スタッフにそのま
ま利用できるものは限られており、新規に研
修プログラムを開発する必要性がある。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、内視鏡室で勤務する看護師や内
視鏡技師等を対象とした、実際に起こった医
療事故事例を題材に用いたインターネット
利用型の医療事故防止研修プログラムの開
発を目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1) 医師以外の病院スタッフが関係した医
療事故訴訟の検討：医師以外の病院スタッフ
が大きく関係した医療事故訴訟を検討し、そ
の原因、特徴を明らかにする。 
 
(2) 研修プログラムに題材として使用する
事例の抽出：収集した医療事故訴訟事例のう
ち、研修プログラムの題材として使用するの
に適切な事例の抽出を行う。抽出する際には、
内視鏡室スタッフが関係しうるものとし、ど
の病院や診療所等でも起こりえるようなも
のとする。 
 
(3) 研修プログラムの開発：看護師や内視鏡
技師等の内視鏡室スタッフを対象とした参
加型でリアリティーの高い研修プログラム
を開発する。医療事故事例のケーススタディ
ーや危機的状況を回避するためのシミュレ

ーションプログラムを開発する。 
 
(4) 研修プログラムの実施：開発した研修教
材を用いて、まずは広島大学病院内視鏡室ス
タッフに研修を受けてもらう。その後、広島
県内外の医療機関の内視鏡室スタッフにも
研修を受けてもらう。 
 
(5) 研修プログラムの評価：研修の参加者に
対するアンケート調査等により、研修内容の
評価を行う。特に行動変容につながるものか
どうかについて検討を行う。 
 
(6) 研修プログラムの修正：アンケート調査
等による評価結果を考慮に入れ、研修内容が
よりよくなるように研修プログラムに修正
を加える。 
 
４．研究成果 
(1) 平成 26 年度 
 内視鏡室が関係する・関係しうる訴訟事例
を、判例データベースを用いて検索した。そ
して、判決を検討し、内視鏡室で勤務する看
護師や内視鏡技師等に対して教訓的な事例
を、抽出した。それら事例の経過等を簡略化
し、また、適宜、質問等を加えて、その時点
でどのように対応すべきかについて考えさ
せる内容のものとし、教材の作製を行った。 
 具体的な事例としては、①インフォーム
ド・コンセントの内容が問題となった事例
（鎮静薬等によるアナフィラキシーショッ
ク死事例：福岡地裁小倉支部平成 15年 1月 9
日、睡眠導入薬による交通事故事例：神戸地
裁平成 14年 6月 21 日、カテーテル誤挿入事
例：京都地裁平成 19 年 11 月 22 日、大腸ポ
リペクトミー後に腸管穿孔を生じた事例：大
阪地裁平成 10 年 9 月 22 日など）、②鎮静薬
による事故が関係した事例（半覚醒の状態で
経口投与を行い死亡した事例：広島地裁平成
6 年 12 月 19 日、鎮静薬投与後呼吸停止し死
亡した事例：東京高裁平成 13 年 9 月 26 日、
東京高裁平成 13 年 9 月 12 日など）、③内視
鏡手技が関係した事例（内視鏡的異物除去が
うまくいかなかった事例：東京地裁平成 14
年 4月 26 日など）、④結果の説明内容が問題
となった事例（最高裁平成 16 年 1月 15 日な
ど）、⑤診療ガイドラインが関係した事例（内
視鏡による院内感染事例：広島高裁平成 24
年 5月 24 日など）、⑥内視鏡の前処置、浣腸
が関係した事例（大阪地裁平成 24 年 3 月 27
日など）、⑦採血、注射が関係した事例（止
血の指示が問題となった事例：東京地裁平成
19 年 5月 31 日など）、⑧患者の転倒、転落が
関係した事例（患者がいすから転倒した事
例：東京地裁平成 14 年 6月 28 日など、患者
がトイレで転倒した事例：横浜地裁平成 17
年 3月 22 日など）、⑨個人情報保護が関係し
た事例（患者の情報が漏れた事例：福岡高裁
平成 24 年 7月 12 日判決など） 
 これらの教材を用いて、看護師や内視鏡技



師等を対象とした研修会を行い、リスクマネ
ジメントに関して知見を深めてもらうとと
もに、教材の改善を行った。 
 
(2) 平成 27 年度 
 プログラムに利用する、内視鏡室が関係す
る・関係しうる訴訟事例の追加を行った。判
例データベースを用いて、新たに判決が出さ
れた事例を検索した。それらの事例の判決を
検討し、内視鏡室で勤務する看護師や内視鏡
技師等に対して教訓的な事例を、抽出した。
それら事例の経過等を簡略化し、また、適宜、
質問等を加えて、その時点でどのように対応
すべきかについて考えさせる内容のものと
し、教材の作製を行った。 
 
(3) 平成 28 年度 
 プログラムに利用する、内視鏡室が関係す
る・関係しうる訴訟事例の追加を行った。判
例データベースを用いて、新たに判決が出さ
れた事例を検索した。それらの事例の判決を
検討し、内視鏡室で勤務する看護師や内視鏡
技師等に対して教訓的な事例を、抽出した。
それら事例の経過等を簡略化し、また、適宜、
質問等を加えて、その時点でどのように対応
すべきかについて考えさせる内容のものと
し、教材の作製を行った。 
 これらの教材を用いて、看護師や内視鏡技
師等を対象とした研修会を行い、リスクマネ
ジメントに関して知見を深めてもらうとと
もに、教材の改善を行った。 
 これらの情報はホームページに掲載する
とともに、本年度は、単行本「訴訟にならな
い内視鏡診療」（日山 亨、日山恵美、田中
信治、吉原正治編著、東京医学社、2016 年刊）
にまとめ、出版を行った。また、各所で講演
活動も行い、リスクマネジメントに関する知
識、対応法等についての普及を行った。また、
雑誌「病院安全教育」の連載コーナー「医療
安全のためのケーススタディ−訴訟事例を題
材に−」でも、個々の事例を取り上げ、リス
クマネジメントについての注意喚起を行っ
た。 
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